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現
代
に
お
け
る
日
蓮
宗
の
本
尊
・
顕
本
論
の
来
歴

（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
研
究
員
）

小

瀬

修

達

日
蓮
宗
の
本
尊
は
、
久
遠
実
成
本
師
釈
迦
牟
尼
佛（
宗
憲
第
一
条
）で
あ
り
、
本
尊
を
開
顕
す
る
顕
本
論
は
事
顕
本
に
属
す
る
が
、
本
稿

で
は
、
現
代
の
宗
門
に
お
け
る
そ
の
来
歴
を
考
究
し
て
ゆ
く
事
と
す
る
。

は
じ
め
に
、
現
代
の
宗
義
に
お
け
る
事
顕
本
論
の
検
証
と
起
点
を
推
定
し
、
つ
ぎ
に
、
個
々
の
学
者
の
著
書
に
説
か
れ
る
顕
本
論
を
検

証
し
、
来
歴
を
考
証
す
る
。

顕
本
論

本
門
の
発
迹
顕
本
に
は
、「
事
顕
本
」
と
「
理
顕
本
」
の
二
種
が
あ
る
。「
事
顕
本
」
と
は
事
成
顕
本
で
あ
り
、
寿
量
品
所
説
の
五
百
億

塵
点
劫
の
喩
え
に
示
さ
れ
た
教
相
上
の
久
遠
実
成
の
佛
の
顕
本
で
あ
る
。
つ
ま
り
は
、
爾
前
・
迹
門
の
始
成
正
覚
の
佛（
応
身
佛
）に
対
す

る
本
門
久
遠
実
成
の
本
地
佛
の
開
顕
で
あ
る
。「
理
顕
本
」
で
は
、
文
上
・
教
相
に
説
か
れ
る
五
百
億
塵
点
劫
の
喩
え
を
有
限
な
存
在
を

顕
す
喩
え
と
見
做
し
て
久
遠
実
成
を
始
覚
・
方
便
仮
設
と
し
、
こ
の
文
上
の
事
成
顕
本
に
即
し
て
顕
さ
れ
る
内
在
原
理（
法
身
理
）を
文

底
・
観
心
の
理
本
覚
、
無
作
三
身
の
本
地
と
し
て
開
顕
す
る
顕
本
論
で
あ
る
。
つ
ま
り
は
、
文
上
・
久
遠
実
成
の
佛
を
有
限
な
存
在（
有

始
無
終
、
報
身
）
と
し
、
そ
の
根
底（
文
底
）
に
永
遠
の
存
在（
無
始
無
終
、
法
身
）で
あ
る
無
作
三
身
を
説
き
、
本
地
佛
と
す
る
も
の
で

あ
る
。
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｜
爾
前
・
迹
門

始
成
正
覚（
応
身
佛
）

垂
迹
佛

方
便

事
顕
本
｜

────｜
本

門

久
遠
実
成（
報
身
為
正
）
本
地
佛

真
実

｜
教

相

文
上

久
遠
実
成
佛（
事
顕
本
）
垂
迹
佛

仮
説

理
顕
本
｜

────｜
観

心

文
底

無
作
三
身（
法
身
為
正
）
本
地
佛

真
実

現
代
の
日
蓮
宗
に
お
い
て
、
宗
門
の
本
尊
は
、
本
尊
・
顕
本
論
と
し
て
ど
の
様
に
定
義
付
け
ら
れ
て
い
る
か
、

『
日
蓮
宗
読
本
』
と

『
日
蓮
宗
宗
義
大
綱
』（
解
説
書
『
宗
義
大
綱
解
説
』
及
び
『
宗
義
大
綱
読
本
』）か
ら
考
察
し
て
み
る
。

『
日
蓮
宗
読
本
』

本
書
は
、
昭
和
三
十
年
春
、
日
蓮
宗
宗
会
に
お
い
て
編
纂
と
配
布
を
企
画
し
、
編
述
を
日
蓮
教
学
研
究
所（
望
月
歓
厚
所
長
）に
委
嘱
、

昭
和
三
二
年
宗
務
当
局
が
刊
行
し
、
全
国
の
寺
院
協
会
に
配
布
。
昭
和
三
六
年
日
蓮
教
学
研
究
所
よ
り
再
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
緒
言

に
「
宗
門
公
式
の
議
に
由
っ
て
成
っ
た
も
の
は
、
本
書
を
も
っ
て
嚆
矢
と
す
る
。」
と
、
あ
る
様
に
、
宗
会
に
お
い
て
初
め
て
企
画
さ
れ

公
認
さ
れ
た
「
宗
義
の
綱
領
」
で
あ
る
。

「
二

本
門
の
本
尊

本
尊
の
実
体

上
来
述
べ
た
ご
と
く
、
本
門
の
本
尊
の
実
体
は
寿
量
品
に
開
顕
さ
れ
た
本
仏
釈
尊
で
あ
る
。



─ ─

報
恩
抄
に
三
秘
の
第
一
と
し
て

一
に
は
日
本
乃
至
一
閻
浮
提
一
同
に
本
門
の
教
主
釈
尊
を
本
尊
と
す
べ
し
（
一
二
四
八
）

と
宣
言
さ
れ
て
い
る
。

三
大
秘
法
抄
に
は
こ
の
本
門
の
教
主
を

寿
量
品
に
建
立
す
る
所
の
本
尊
は
五
百
塵
点
の
当
初
已
来
、
此
土
有
縁
深
厚
、
本
有
無
作
三
身
の
教
主

釈
尊
是
な
り
（
一
八
六
四
）

と
そ
の
性
格
を
提
示
さ
れ
て
い
る
。「
五
百
塵
点
の
当
初
」
と
は
寿
量
品
の
文
の
上
に
明
さ
れ
た
久
遠
実
成
の
報
身
を
指
す
の
で
あ
る
。

「
己
来
此
土
有
縁
深
厚
」
と
は
同
じ
く
文
の
上
に
示
さ
れ
た
三
世
益
物
の
応
身
を
指
す
の
で
あ
る
。「
本
有
無
作
」
と
は
前
の
文
の
上
に

説
か
れ
て
い
る
修
顕
の
報
応
二
身
に
対
し
て
性
得
の
法
身
で
あ
る
。
こ
の
三
身
を
一
身
に
具
有
し
た
「
教
主
釈
尊
」
こ
そ
「
寿
量
品
に
建

立
さ
れ
た
本
尊
」
で
あ
り
、
宗
祖
が
把
握
さ
れ
た
絶
対
者
な
の
で
あ
る
。」

「
日
蓮
宗
読
本
」
一
五
二

三
頁

本
書
に
説
か
れ
る
本
門
の
本
尊
と
は
「
寿
量
品
に
開
顕
さ
れ
た
本
仏
釈
尊
」
と
す
る
が
、
そ
の
内
容
は
、「
三
大
秘
法
抄
」
所
説
の

「
本
有
無
作
三
身
の
教
主
釈
尊
」
で
あ
り
、「「
本
有
無
作
」
と
は
前
の
文
の
上
に
説
か
れ
て
い
る
修
顕
の
報
応
二
身
に
対
し
て
性
得
の
法

身
で
あ
る
。」
と
あ
る
通
り
、
寿
量
品
文
上
の
久
遠
実
成（
修
顕
）に
即
し
て
、
文
底
観
心
で
あ
る
無
作
三
身（
性
得
の
法
身
）を
開
顕
す
る

事
に
よ
り
、
成
立
す
る
三
身
で
あ
る
か
ら
、
顕
本
論
に
お
い
て
は
「
理
顕
本
」
で
あ
る
と
い
え
る
。

●
理
顕
本
…
本
有
無
作
三
身

『
日
蓮
宗
宗
義
大
綱
』『
宗
義
大
綱
解
説
』『
宗
義
大
綱
読
本
』

『
日
蓮
宗
宗
義
大
綱
』
は
、
昭
和
三
九
年
日
蓮
宗
宗
務
院
よ
り
宗
義
の
簡
明
化
・
現
代
化
の
措
置
を
日
蓮
教
学
研
究
所（
望
月
歓
厚
所
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長
）に
委
嘱
し
、『
宗
義
大
綱
』
一
〇
条
を
ま
と
め
、
昭
和
四
十
二
年
一
月
十
一
日
、
日
蓮
宗
教
学
審
議
会
に
お
い
て
決
定
し
、
同
三
月
の

第
十
九
回
定
期
宗
会
の
承
認
を
得
た
も
の
で
あ
る
。

『
宗
義
大
綱
解
説
』
は
、『
宗
義
大
綱
』
承
認
の
後
、
昭
和
四
二
年
、
現
宗
研
へ
「
解
説
」
作
成
の
委
嘱
が
あ
り
、
茂
田
井
教
亨
所
長
の

下
で
宗
義
大
綱
解
説
文
案
が
作
成
さ
れ
、
翌
年
完
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、『
宗
義
大
綱
読
本
』
は
、
昭
和
六
十
年
に
発
足
し
た
勧
学
院
の
『
日
蓮
宗
宗
義
大
綱
』
を
講
義
の
中
心
と
す
る
教
育
方
針
か

ら
、
教
学
研
修
会
の
教
科
書
と
し
て
茂
田
井
前
勧
学
院
長
を
中
心
に
編
集
さ
れ
、
平
成
元
年
発
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

『
日
蓮
宗
宗
義
大
綱
』

「
本
門
の
本
尊
は
、
伽
耶
成
道
の
釈
尊
が
、
寿
量
品
で
み
ず
か
ら
久
遠
常
住
の
如
來
で
あ
る
こ
と
を
開
顕
さ
れ
た
仏
で
あ
る
。
宗
祖

は
、
こ
の
仏
を
本
尊
と
仰
が
れ
た
。
そ
し
て
釈
尊
の
悟
り
を
南
無
妙
法
蓮
華
経
に
現
わ
し
、
虚
空
会
上
に
来
集
し
た
諸
仏
諸
尊
が
、
こ
の

法
に
帰
一
し
て
い
る
境
界
を
図
示
さ
れ
た
の
が
大
曼
荼
羅
で
あ
る
。」

（『
宗
義
大
綱
解
説
』
本
門
の
本
尊
、
解
説
）

「
そ
こ
で
信
行
の
所
対
で
あ
る
本
尊
に
つ
い
て
申
し
ま
す
と
、
信
仰
さ
れ
ぬ
も
の
は
、
け
っ
し
て
た
ん
な
る
理
法
で
は
な
く
、
南
無
妙
法

蓮
華
経
に
象
徴
さ
れ
た
本
師
釈
迦
牟
尼
仏
で
あ
り
ま
す
。「
今
留
め
て
此
に
在
く
」
と
仰
せ
ら
れ
、「
汝
」
と
お
呼
び
か
け
に
な
っ
た
、
す

な
わ
ち
、
伽
耶
成
道
の
釈
尊
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
を
超
え
て
常
住
不
滅
の
ご
活
動
を
わ
れ
わ
れ
に
お
示
し
下
さ
れ
る
主
師
親
三
徳
の
教

主
釈
尊
で
あ
り
ま
す
。
宗
祖
は
こ
れ
を
感
覚
的
な
仏
と
仰
ぎ
、
本
尊
と
仰
が
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
仏
は
、
寿
量
品
に
お
い

て
み
ず
か
ら
を
開
顕
遊
ば
さ
れ
た
仏
で
あ
り
、
そ
の
崇
高
な
お
姿
は
地
涌
の
菩
薩
を
お
随
え
に
な
っ
た
本
門
八
品
会
上
の
釈
尊
に
限
ら
れ

て
ま
い
り
ま
す
。
そ
こ
で
宗
祖
は
そ
れ
を
信
仰
的
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
、
大
曼
荼
羅
に
図
顕
遊
ば
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。」『
現
宗
研
所
報

８
号
』
一
六
頁

（『
宗
義
大
綱
読
本
』
本
門
の
本
尊
、
解
説

浅
井
圓
道
教
授
）
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「﹇
本
門
の
本
尊
〕

本
尊
の
実
体

本
門
の
本
尊
の
実
体
は
日
蓮
宗
宗
憲
の
第
一
条
に
明
記
し
て
あ
る
通
り
、「
久
遠
実
成
本
師
釈
迦
牟
尼
佛
」
で
あ

る
。
こ
れ
は
報
恩
抄
に
三
秘
の
第
一
と
し
て
、

日
本
乃
至
一
閻
浮
提
一
同
に
本
門
の
教
主
釈
尊
を
本
尊
と
す
べ
し
。

と
述
べ
ら
れ
た
定
言
の
通
り
で
あ
る
。

本
門
の
教
主
釈
尊
は
観
心
本
尊
抄
で
は
、

五
百
塵
点
乃
至
所
顕
の
三
身
に
し
て
無
始
の
古
仏
な
り
。

と
示
さ
れ
る
。「
乃
至
」
と
は
中
間
を
省
略
し
た
言
葉
で
、
五
百
塵
点
と
い
う
有
限
の
数
と
無
始
と
い
う
無
限
の
間
を
つ
な
い
で
い
る
。

「
所
顕
」
と
は
五
百
塵
点
と
い
う
劫
数
に
よ
っ
て
顕
し
出
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
従
っ
て
本
門
の
教
主
釈
尊
は
決
し
て

単
な
る
無
始
無
終
の
仏
な
の
で
は
な
い
。

単
な
る
無
始
無
終
は
理
で
あ
り
、
理
仏
は
大
日
如
来
で
あ
る
。
法
華
真
言
勝
劣
事
に

今
、
大
日
経
竝
に
諸
大
乗
経
の
無
始
無
終
は
法
身
の
無
始
無
終
也
。
三
身

の
無
始
無
終
に
非
ず
。
法
華
経
の
五
百
塵
点
は
諸
大
乗
経
の
破
せ
ざ
る
伽

耶
の
始
成
之
を
破
し
た
る
五
百
塵
点
也
。

と
い
わ
れ
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
大
日
如
来
は
法
身
、
法
身
は
元
来
は
仏
の
所
証
の
理
で
あ
る
。
真
如
の
理
が
無
始
無
終
で
あ
る
こ
と
は

仏
教
の
定
説
で
あ
る
か
ら
、
別
に
特
別
で
は
な
い
。

ま
た
所
証
の
理
の
無
始
無
終
を
以
て
能
証
の
仏
の
伽
耶
始
成
を
破
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
伽
耶
始
成
の
仏
の
所
証
も
法
身

理
な
の
で
あ
る
か
ら
。
と
こ
ろ
が
法
華
経
の
五
百
塵
点
は
能
証
の
時
が
伽
耶
近
成
で
は
な
く
て
久
遠
実
成
本
時
で
あ
る
と
近
成
の
執
情
を

破
し
た
。「
五
百
塵
点
」
な
る
語
を
ば
聖
人
は
こ
の
意
味
に
用
い
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
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「
三
身
」
と
は
一
身
即
三
身
の
仏
で
あ
り
、
か
つ
「
正
在
報
身
」
で
あ
る
。
そ
の
三
身
と
も
に
無
始
無
終
な
る
姿
を
「
三
身
に
し
て
無
始

の
古
仏
」
と
い
う
。」

『
宗
義
大
綱
読
本
』
八
五

八
六
頁

以
上
の
通
り
、『
日
蓮
宗
宗
義
大
綱
』
と
そ
の
解
説
に
説
か
れ
る
本
門
の
本
尊
は
、「
久
遠
実
成
本
師
釈
迦
牟
尼
佛
」
で
あ
る
。
寿
量
品

の
五
百
塵
点
劫
の
喩
に
顕
さ
れ
る
本
時
成
道
に
よ
り
成
立
す
る
「
事
顕
本
」
の
佛
で
あ
り
、「
正
在
報
身
」
と
は
、『
法
華
文
句
』
九
下
の

所
説
で
あ
る
。

『
法
華
文
句
』
九
下
、
壽
量
品
一
六
、（
国
訳
一
切
経

経
疏
部
二

四
一
八
頁
）

「
此
の
品
の
詮
量
は
、
通
じ
て
三
身
を
明
か
す
。

若
し
別
意
に
従
は
ば
、
正
し
く
報
身
に
在
り
。
何
を
以
て
の
故
に
義
便
に
文
會
す
。

義
便
と
は
、
報
身
の
智
慧
は
上
に
冥
じ
下
に
契
う
て
三
身
宛
足
す
、
故
に
義
便
と
言
う
。

文
會
と
は
、﹇
我
れ
成
佛
し
て
よ
り
已
來
、
甚
だ
大
に
久
遠
な
り
。〕

故
に
能
く
三
世
に
衆
生
を
利
益
し
た
ま
う
と
、
所
成
は
即
ち
法
身
、
能
成
は
即
ち
報
身
、

法
と
報
と
合
す
る
が
故
に
、
能
く
物
を
益
す
、
故
に
文
會
と
言
う
。

此
を
以
て
之
を
推
す
に
、
正
意
は
是
れ
報
身
佛
の
功
徳
を
論
ず
る
也
。」

久
遠
実
成
の
釈
迦
牟
尼
佛
は
、
本
時
成
道
に
お
い
て
報
身
の
智
慧（
能
成
、
能
証
）が
法
身
の
理
境（
所
成
、
所
証
）を
証
し
て
、「
法
と

報
と
合
す
る
」（
境
智
冥
合
）こ
と
に
よ
っ
て
成
立
し
た
佛
で
あ
る
。
こ
こ
を
以
て
三
身
の
顕
本
と
し
、「
三
身
に
し
て
無
始
の
古
仏
」
と

い
う
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、「
所
証
の
理
」
で
あ
る
法
身
の
み
で
久
遠
実
成
は
成
立
せ
ず
、「
所
証
の
理
の
無
始
無
終
を
以
て
能
証
の
仏
の
伽
耶
始
成
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を
破
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。」
訳
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
本
門
の
本
尊
は
、
法
身
仏
も
し
く
は
法
身
中
心
の
三
身
説
で
は
な
い
。「
け
っ
し

て
た
ん
な
る
理
法
で
は
な
く
、」「
本
門
の
教
主
釈
尊
は
決
し
て
単
な
る
無
始
無
終
の
仏
な
の
で
は
な
い
。
無
始
無
終
は
理
で
あ
り
、
理
仏

は
大
日
如
来
で
あ
る
。」

三
身
即
一
の
中
心
は
報
身
で
あ
り（
報
身
為
正
）、
報
身
の
智
慧
は
、
上
は
法
身（
境
）と
境
智
冥
合
し
て
一
体
と
な
り
、
一
佛
乗
の
真
理

を
体
現
し
、
下
は
応
身
の
智
慧
と
な
っ
て
衆
生
を
利
益
し
、
両
者
を
補
い
な
が
ら
三
身
即
一
を
成
立
さ
せ
て
い
る（「
報
身
の
智
慧
は
上
に

冥
じ
下
に
契
う
て
三
身
宛
足
す
」）。
す
な
わ
ち
、
三
身
即
一
の
内
、
報
身
智
が
主
体
と
な
っ
て
久
遠
の
教
化
活
動（「
三
世
に
衆
生
を
利
益

し
た
ま
う
」）を
行
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
正
在
報
身
」
と
い
う
。

●
事
顕
本
…
久
遠
実
成
本
師
釈
迦
牟
尼
佛
、
報
身
為
正

以
上
の
通
り
、

『
日
蓮
宗
読
本
』
所
説
の
本
門
の
本
尊
は
「
理
顕
本
」
で
あ
り
、

『
日
蓮
宗
宗
義
大
綱
』
と
そ
の
解
説
書
で
あ
る

『
宗
義
大
綱
解
説
』
及
び
『
宗
義
大
綱
読
本
』
所
説
の
本
門
の
本
尊
は
「
事
顕
本
」
で
あ
る
。『
宗
義
大
綱
読
本
』
が
現
在
の
宗
門
の
思

想
で
あ
る
か
ら
、『
日
蓮
宗
宗
義
大
綱
』
の
成
立
時
が
、
現
代
に
お
け
る
「
事
顕
本
」
の
本
尊
の
起
点
と
推
測
で
き
る
。

こ
こ
で
、『
日
蓮
宗
宗
義
大
綱
』
の
成
立
理
由
に
つ
い
て
み
て
み
る
。

「
日
蓮
宗
宗
義
大
綱
「
解
説
」
作
成
の
経
過

『
宗
義
大
綱
』
は
、
昭
和
四
十
二
年
一
月
十
一
日
、
日
蓮
宗
教
学
審
議
会
に
お
い
て
決
定
し
、
同
三
月
の
第
十
九
回
定
期
宗
会
の
承
認

を
経
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
片
山
宗
務
総
長
は
、
そ
の
宗
義
大
綱
の

解
説

文
案
を
、
当
研
究
所
に
諮
門
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

「
現
宗
研
」
に
お
け
る
「
解
説
」
文
案
作
成
の
経
過
を
綴
る
ま
え
に
、『
大
綱
』
が
作
成
さ
れ
た
事
情
に
つ
い
て
、
簡
単
に
、
ふ
れ
て
お
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き
た
い
。
宗
義
の
簡
明
化
・
現
代
化
と
い
う
こ
と
は
、
片
山
宗
務
総
長
就
任
と
同
時
に
表
明
さ
れ
た
施
策
で
あ
っ
て
、
宗
会
に
お
い
て
も

同
様
、
そ
の
要
望
が
高
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
片
山
内
局
施
政
第
一
着
の
大
業
と
し
て
「
護
法
運
動
」
が
提
唱
せ
ら
れ
る
や
、
そ
れ
と
対
応

し
て
、
総
長
か
ら
は
、
立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
に
、
宗
義
の
簡
明
化
・
現
代
化
の
原
案
作
成
の
委
嘱
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
同
研
究

所
に
お
い
て
は
、
故
望
月
歓
厚
教
授
を
中
心
に
鋭
意
作
成
に
当
り
、
前
述
の
ご
と
く
、
そ
れ
ぞ
れ
公
の
手
続
き
を
経
て
、
公
表
さ
れ
る
運

び
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。（
中
略
）

こ
の
よ
う
な
意
図
と
経
過
と
を
経
て
出
来
上
っ
た
『
大
綱
』
で
あ
る
か
ら
、「
現
宗
研
」
が
そ
の
解
説
案
作
成
を
委
嘱
さ
れ
、
案
文
す

る
に
当
っ
て
も
、

ま
ず
、『
宗
義
大
綱
』
の
作
成
さ
れ
た
意
図
を
尊
重
し
、
そ
の
本
旨
を
失
わ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
、

つ
い
で
、
日
蓮
聖
人
の
教
え
を
現
代
に
お
い
て
、
よ
り
簡
明
に
本
質
が
会
得
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と

と
い
う
方
針
を
採
っ
た
。
そ
し
て
「
宗
憲
第
一
章
総
則
と
矛
盾
背
馳
を
感
ぜ
し
め
な
い
よ
う
に
と
の
配
慮
を
行
な
っ
た
。
周
知
の
ご
と

く
、「
宗
憲
」
は
宗
是
で
あ
っ
て
教
団
が
法
的
秩
序
を
保
持
す
る
限
り
、
遵
守
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の

『
大
綱
』
は
、
宗
団
の
輿
望
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
「
宗
義
」
の
大
綱
で
あ
っ
て
、
い
わ
ば
、
宗
団
に
お
け
る
信
仰
的
理
性
の
支
柱
と
な
る

も
の
で
あ
る
。
そ
の
間
、
両
者
の
立
場
に
お
の
ず
か
ら
相
違
の
あ
る
こ
と
が
諒
解
さ
れ
る
と
思
う
。」『
現
宗
研
所
報
２
号
』
一

二
頁

当
時
の
時
代
背
景
と
し
て
、
創
価
学
会
を
初
め
と
し
た
新
興
宗
教
の
台
頭
が
あ
り
、
宗
門
で
は
、
こ
れ
等
に
対
抗
す
る
「
護
法
運
動
」

の
拠
と
し
て
『
宗
義
大
綱
』
及
び
解
説
が
作
成
さ
れ
、「
内
に
新
た
に
作
成
さ
れ
た
『
宗
義
大
綱
』（
及
び
解
説
）
に
基
づ
く
統
一
し
た
正

法
堅
持
の
宗
門
を
護
持
し
、
外
に
正
法
を
歪
曲
す
る
邪
教
を
破
斥
す
る
正
法
宣
布
の
護
法
運
動
を
展
開
す
る（
日
蓮
宗
事
典
）」
施
策
が
と

ら
れ
た
。

『
宗
憲
』
は
、「
教
団
が
法
的
秩
序
を
保
持
す
る
」
為
の
宗
団
の
憲
法
で
あ
る
の
に
対
し
、
こ
れ
に
準
拠
す
る
『
宗
義
大
綱
』
は
、「
宗
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団
に
お
け
る
信
仰
的
理
性
の
支
柱
」
と
位
置
付
け
さ
れ
る
。

『
宗
義
大
綱
』
の
現
在
の
役
割
は
、
檀
信
徒
へ
の
布
教
に
関
し
て
は
「
護
法
統
一
信
行
」
の
伝
道
内
容
の
基
準
と
し
て
、
教
師
に
対
し

て
は
勧
学
院
に
お
け
る
講
義
内
容
と
し
て
、
宗
門
の
統
一
・
簡
明
化
さ
れ
た
宗
義
の
標
準
で
あ
り
「
異
体
同
心
」
の
「
信
仰
的
理
性
の
支

柱
」
と
な
る
も
の
で
あ
る
。『
宗
義
大
綱
』
承
認
の
後
、
現
宗
研
へ
「
解
説
」
作
成
の
委
嘱
が
あ
り
、
茂
田
井
所
長
の
下
で
宗
義
大
綱
解

説
文
案
が
作
成
さ
れ
た
。
前
文
は
、
そ
の
記
録
の
一
部
で
あ
る
。

「
宗
義
大
綱

解
説
の
仕
事
を
終
え
て

茂
田
井
教
亨

（
中
略
）

『
宗
儀
大
綱
』
は
十
ケ
条
に
な
つ
て
い
る
が
、
宗
義
は
こ
れ
で
尽
き
る
、
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
が
、
大
綱
と
し
て
は
、
ほ
ぼ
、
こ

れ
で
要
を
つ
か
め
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
望
月
先
生
は
、「
宗
祖
の
示
さ
れ
た
宗
義
は
永
遠
不
磨
で
あ
る
が
、
末
輩
の
、
そ
れ

の
受
容
の
仕
方
と
そ
の
表
現
は
、
歴
史
的
推
移
が
あ
つ
て
、
可
変
性
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
こ
の
『
大
綱
』
も
時
代
か
変

れ
ば
、
さ
ら
に
よ
り
良
く
改
訂
さ
れ
て
然
る
べ
き
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
見
識
を
も
つ
て
お
ら
れ
た
。「
宗
団
は
、
一
つ
の
最
大
公
約
数

の
上
に
立
つ
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
個
々
の
意
見
を
敲
た
け
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
つ
た
も
の
が
出
よ
う
。
が
、
そ
れ
で
も
、
何
ら
か

の
形
で
一
つ
に
な
れ
る
線
が
あ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
『
大
綱
』
は
、
そ
う
い
つ
た
も
の
を
示
し
た
も
の
だ
。
し
か
し
、
そ
れ
も
、
い
ま

の
宗
団
で
は
、『
宗
会
』
の
承
認
を
得
な
け
れ
は
生
き
な
い
」
と
も
い
わ
れ
た
。
だ
か
ら
、
前
宗
会
の
模
様
は
非
常
に
気
に
な
さ
れ
、
し

ば
し
ば
、
わ
た
く
し
に
経
緯
を
訊
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。」

『
現
宗
研
所
報
２
号
』
五

六
頁

『
宗
義
大
綱
』
は
、
昭
和
三
九
年
日
蓮
宗
宗
務
院
よ
り
宗
義
の
簡
明
化
・
現
代
化
の
措
置
を
日
蓮
教
学
研
究
所（
望
月
歓
厚
所
長
）に
委

嘱
さ
れ
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
前
文
の
記
述
の
通
り
、
宗
義
に
お
け
る
個
々
の
意
見
の
「
最
大
公
約
数
」
と
し
て
統
一
・
簡
明
化

し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
当
時
の
日
蓮
教
学
研
究
所
の
各
先
生
方
の
著
書
を
参
考
に
、
個
々
の
本
尊
・
顕
本
論
に
つ
い
て
検
証
し
て
み
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る
事
と
す
る
。
そ
の
前
に
、
近
世
宗
学
の
大
成
者
で
あ
る
優
陀
那
院
日
輝
師
の
本
尊
・
顕
本
論
に
つ
い
て
み
て
み
る
。

優
陀
那
院
日
輝
師
（
一
八
〇
〇

五
九
）

『
祖
書
綱
要
正
議
』（
一
妙
日
導
の
「
祖
書
綱
要
」
を
修
正
）、
諸
檀
林
の
天
台
学
中
心
の
学
風
を
廃
し
て
、
宗
祖
御
遺
文
を
中
心
と

し
、
天
台
学
を
補
助
学
と
す
る
学
風
を
樹
立
し
て
、
私
塾
「
充
洽
園
」
に
於
い
て
門
下
を
教
育
し
た
。

「
第
二
節

本
尊
・
本
体
論
（
中
略
）

三
、
能
所
論

名
体
論
は
又
能
所
論
な
り
。
名
体
を
約
理
判
と
す
れ
ば
能
所
は
約
教
判
な
り
。
乃
ち
所
顕
所
表
の
本
仏
は
、
必
ず
釈
迦
の

名
を
以
て
能
顕
能
表
と
す
れ
ば
名
体
論
と
同
じ
と
雖
も
、
能
所
は
教
に
約
し
底
文
相
対
を
主
と
す
る
が
故
に
顕
本
論
を
主
と
す
る
も
の
と

い
ふ
べ
し
。
故
に
此
下
に
顕
本
論
の
大
要
を
述
ぶ
べ
し
。
和
尚
は
観
如
透
公
の
顕
本
義
の
「
塵
点
久
成
仮
設
而
始
成
即
久
成
是
実
義
」
の

説
を
、
大
略
を
知
る
も
の
と
な
し
、
達
見
尽
理
と
賛
せ
り
。

和
尚
論
じ
て
日
く
、

久
成
を
実
と
為
せ
ば
四
害
あ
り

１
、
無
始
無
作
の
義
成
ぜ
ず

２
、
新
成
如
来
顕
本
せ
ず

３
、
諸
仏
化
境
広
狭
不
同
と
な
り
、
分
身
地
涌
又
有
無
あ
ら
ん

４
、
一
念
三
千
の
義
成
ぜ
ず

久
成
を
虚
と
為
せ
ば
四
功
あ
り

１
、
文
上
文
底
二
詮
な
し



─ ─

２
、
開
近
顕
遠
諸
仏
の
化
事
同
し
き
を
成
ず

３
、
三
世
諸
仏
体
用
皆
同
に
し
て
五
仏
道
同
也

４
、
開
迹
顕
本
す
れ
ば
十
界
三
千
具
足
常
住
と
な
ら
ん
（
三
・
二
五
八

九
）

以
上
の
論
に
よ
り
、「
当
家
既
無
始
無
作
為
実
義
、
則
遠
成
但
是
能
顕
巧
説
耳
、
豈
得
雙
存
二
義
乎
。
無
始
故
不
可
有
始
成
之
初
、
無

作
故
不
可
有
修
因
感
果
義
」（
同
）
と
結
論
せ
り
。
即
ち
能
顕
の
経
文
の
修
因
感
果
の
久
成
釈
尊
は
巧
説
に
し
て
、
所
顕
文
底
の
無
始
無

作
の
本
仏
を
実
仏
と
す
。
文
上
随
他
、
文
底
随
自
と
は
導
師
等
の
云
ふ
所
に
し
て
又
和
尚
の
主
張
な
り
。」『
日
蓮
宗
宗
学
説
史
』
九
八
〇

三
頁

（
観
如
透
公

観
如
院
日
透
『
寿
量
顕
本
義
』

導
師

一
妙
院
日
導
『
祖
書
綱
要
』）

日
輝
師
が
影
響
を
受
け
た
と
す
る
観
如
院
日
透
『
寿
量
顕
本
義
』
の
「
塵
点
久
成
仮
設
而
始
成
即
久
成
是
実
義
」
と
は
、
寿
量
品
文
上

の
五
百
塵
点
劫
の
喩
を
成
道
に
始
の
あ
る
有
限
な
も
の（
有
始
、
仮
設
）と
見
做
し
、
文
上
の
久
遠
実
成
に
即
し
て
説
か
れ
る
文
底
観
心
の

無
始
無
作
の
法
身
で
あ
る
無
作
三
身
を
実
義
と
す
る
説
で
あ
る
。
師
に
お
い
て
も
、
寿
量
品
文
上
の
久
遠
実
成
を
方
便
仮
設（
虚
）
と
し
、

「
久
成
を
実
と
為
せ
ば
四
害
あ
り
」、「
久
成
を
虚
と
為
せ
ば
四
功
あ
り
」
と
、「
底
文
相
対
」
し
て
文
上
の
久
遠
実
成
の
釈
迦
牟
尼
佛（
能

顕
）を
方
便（
巧
説
）と
し
て
、
文
底
観
心
の
無
始
無
作
の
無
作
三
身（
所
顕
）を
本
地
佛
と
す
る
「
理
顕
本
」
の
教
理
で
あ
る
。
師
の
思
想

は
、
一
妙
院
日
導
『
祖
書
綱
要
』
を
修
正
し
た
『
祖
書
綱
要
正
議
』
に
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
顕
本
論
に
お
い
て
そ
の
教
理
を
受
け
継
い
だ

も
の
で
あ
っ
た
。
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●
理
顕
本

｜
教

相

文
上

随
他
意

久
遠
実
成
釈
尊（
事
顕
本
）
有
始
有
作

垂
迹
佛

仮
説

理
顕
本
｜

────｜
観

心

文
底

随
自
意

無
作
三
身（
法
身
為
正
）

無
始
無
作

本
地
佛

真
実

充
洽
園
学
派

日
輝
門
下
並
び
に
日
薩
門
下
は
次
図
の
通
り
で
あ
る
。
日
薩
師（
一
八
三
〇

八
八
）管
長
の
下
、
飯
高
檀
林
他
諸
檀
林
廃
止
後
、
充
洽

園
教
学
に
基
づ
く
日
蓮
宗
大
教
院
を
設
立（
一
八
七
五
）
し
、
以
降
段
階
を
経
て
立
正
大
学
と
な
る
。
日
令
門
下
の
清
水
龍
山
師
（
一
八

七
〇

一
九
四
三
）
は
、
日
薩
門
下
よ
り
教
学
批
判
か
ら
破
門
さ
れ
た
清
水
梁
山
等
の
天
皇
本
尊
論
や
田
中
智
学
・
山
川
智
応
等
の
国
柱

会
教
学
と
対
立
し
、
後
代
に
論
争
が
引
き
継
が
れ
た
。
ま
た
、
顕
本
法
華
宗
の
本
多
日
生
等
と
は
本
尊
論
争
を
展
開
し
対
立
し
た
。
以
後

の
系
譜
に
近
代
宗
学
の
樹
立
者
と
な
る
望
月
歓
厚
・
浅
井
要
麟
両
氏
を
輩
出
し
た
。

日
輝
｜
｜
新
居
日
薩
｜
｜
｜
｜
小
林
日
董

吉
川
日
鑑

守
本
文
静

三
村
日
修

脇
田
堯
惇

小
林
日
昇

富
田
海
音

｜
上
木
日
令
｜

｜
本
間
海
解

｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
清
水
龍
山

⇔
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破
門

｜
清
水
梁
山

天
皇
本
尊
論

｜
田
中
智
学

国
柱
会

本
多
日
生

釈
尊
本
尊
論（
顕
本
法
華
宗
）

望
月
歓
厚
先
生
（
一
八
八
一

一
九
六
七
）

「
次
に
果
人
に
つ
い
て
い
え
ば
、
台
祖
は
法
華
経
の
仏
を
報
身
始
覚
の
仏
と
す
る
。
前
に
久
遠
実
成
を
説
明
し
た
如
く
、
経
文
に
よ
れ

ば
寿
量
品
の
仏
は
久
遠
五
百
塵
点
の
昔
に
始
め
て
成
道
せ
る
始
覚
の
仏
で
あ
る
。
始
覚
始
成
の
時
、
本
有
常
住
の
理
に
冥
合
し
、
合
一
し

て
、
こ
こ
に
始
め
て
常
住
不
滅
の
仏
と
な
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
常
住
に
始
め
が
あ
る
。
こ
れ
を
有
始
に
し
て
無
終
の
常
住
仏
と
い
う
の

で
あ
る
。（
略
）

こ
れ
に
対
し
て
、
延
祖
は
、
寿
量
品
の
文
上
の
ま
ま
の
報
身
仏
を
法
華
経
の
仏
と
は
し
な
い
。
寿
量
品
の
文
の
相
は
、
一
応
は
久
遠
の

成
道
の
時
を
的
指
し
、
正
し
く
覚
道
の
始
め
あ
る
が
如
き
も
、
実
に
は
始
め
あ
る
を
い
う
の
で
は
な
く
、
経
文
に
即
し
て
無
始
無
終
の
本

仏
を
開
顕
し
た
の
が
寿
量
品
で
あ
る
。
故
に
経
文
に
五
百
塵
点
の
初
め
あ
る
は
、
能
説
の
教
相
で
あ
っ
て
、
仏
の
本
体
は
理
智
冥
合
し
、

本
法
顕
現
す
る
と
き
、
直
ち
に
無
始
で
あ
り
無
終
で
あ
る
。
三
身
は
三
の
別
体
あ
る
仏
身
で
は
な
く
し
て
、
一
仏
釈
尊
の
三
徳
に
す
ぎ
な

い
の
で
あ
る
か
ら
、
法
身
の
本
理
が
常
住
で
あ
る
な
ら
ば
、
報
・
応
の
二
身
は
同
時
に
常
住
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
常

住
不
変
の
仏
こ
そ
、
三
身
具
足
の
仏
で
あ
る
。
も
し
理
智
冥
合
し
て
な
お
常
住
の
仏
体
で
な
い
な
ら
ば
、
そ
れ
は
三
身
具
足
の
仏
で
は
な

い
の
で
あ
る
。
故
に
三
身
具
足
の
寿
量
品
の
仏
は
、
必
ず
無
始
無
終
の
常
住
仏
で
あ
る
。
す
で
に
常
住
仏
な
る
か
ら
に
は
、
造
作
の
始
め

も
な
く
、
存
在
の
終
わ
り
も
な
い
か
ら
、
こ
の
仏
を
無
作
本
有
の
仏
と
い
う
。」

望
月
歓
厚
『
法
華
経
講
話
』
一
七
四

一
七
五
頁
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天
台
に
お
け
る
久
遠
実
成
の
釈
迦
牟
尼
佛
を
「
報
身
始
覚
の
仏
」
と
し
、
寿
量
品
文
上
の
「
経
文
に
即
し
て
無
始
無
終
の
本
仏
を
開

顕
」
し
た
も
の
が
、
宗
祖
の
本
尊
と
す
る
「
無
作
本
有
の
仏
」（
無
作
三
身
）で
あ
る
と
す
る
。
寿
量
品
五
百
塵
点
劫
の
喩
を
成
道
に
始
の

あ
る
報
身
佛
の
「
始
覚
始
成
」
と
し
て
、
こ
の
経
文
の
説
相
に
即
し
て
開
顕
さ
れ
る
法
身
の
本
理
を
以
て
三
身
の
顕
本
と
す
る
「
理
顕

本
」
で
あ
る
。

「
元
来
日
蓮
宗
の
顕
本
論
に
は
異
れ
る
二
つ
の
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
。
即
ち
有
始
と
本
覚
、
始
成
と
無
作
、（
略
）中
國
天
台
は
有
始

始
成
に
偏
し
て
報
身
単
事
の
顕
本
と
な
り
、
日
本
中
古
の
天
台
は
無
始
本
覚
に
堕
し
て
法
身
単
理
の
顕
本
と
な
つ
た
。
日
蓮
宗
の
顕
本
論

は
中
國
天
台
に
比
す
れ
ば
理
顕
本
、
日
本
天
台
に
對
す
れ
ば
事
顕
本
と
云
わ
る
る
始
覚
即
本
覚
の
顕
本
で
あ
る
。
こ
の
始
即
本
の
佛
格
が

本
宗
の
教
義
、
信
條
、
修
行
等
一
切
の
根
基
を
な
し
、
何
れ
も
こ
の
佛
格
の
發
表
に
外
な
ら
な
い（
略
）」

望
月
歓
厚
『
日
蓮
教
学
の
研
究
』
三
九
四
頁

天
台
の
事
顕
本
を
「
報
身
単
事
の
顕
本
」、
中
古
天
台
の
理
顕
本
を
「
法
身
単
理
の
顕
本
」
と
し
、
宗
祖
の
顕
本
論
を
「
始
覚
即
本
覚

の
顕
本
」
と
す
る
が
、
寿
量
品
久
遠
実
成（
始
覚
）の
説
相
に
即
し
て
無
始
無
終
の
法
身（
本
覚
）を
開
顕
し
、「
法
身
の
本
理
」
の
開
顕
に

即
し
て
三
身
の
顕
本
を
説
く
も
の
で
「
理
顕
本
」
の
範
疇
に
属
す
る
。

以
上
の
通
り
、
望
月
教
授
は
、
顕
本
論
に
お
い
て
、
日
輝
師
の
充
洽
園
教
学
の
影
響
か
ら
旧
来
の
「
理
顕
本
」
の
教
理
を
立
て
ら
れ

た
。『
日
蓮
宗
読
本
』
が
「
理
顕
本
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
望
月
所
長
と
し
て
の
教
理
が
反
映
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

●
理
顕
本

｜
台

祖

文
上

報
身
顕
本

有
始
無
終

有
作
三
身

有
始
始
成

｜
延

祖

文
底

法
身
顕
本

無
始
無
終

無
作
三
身

始
覚
即
本
覚
の
顕
本
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浅
井
要
麟
先
生
（
一
八
八
三

一
九
四
二
）

「
第
五

種

脱

相

對

古
來
開
目
鈔
に
「
法
華
経
本
門
壽
量
品
の
文
の
底
に
沈
め
た
り
」
と
あ
る
文
に
依
つ
て
、
本
門
壽
量
品
は
文
上
の
教
相
で
あ
り
、
文
底

は
観
心
の
一
念
三
千
で
あ
る
と
い
つ
て
、
教
相
と
観
心
と
の
間
に
勝
劣
を
論
じ
、
謂
ゆ
る
教
観
相
對
を
立
つ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
聖
人

に
在
つ
て
は
、
教
相
を
離
れ
て
孤
立
し
た
観
心
は
あ
り
得
な
い
。
か
の
中
古
天
台
に
於
て
、
本
迹
未
分
の
観
心
を
教
相
の
本
門
に
對
し
て

勝
劣
を
論
ず
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
根
本
法
華
の
本
迹
未
分
の
観
心
の
重
を
以
て
、
顕
説
法
華
の
本
迹
已
分
の
教
相
の
重
に
対
比
し
た

も
の
で
あ
つ
て
、
妥
當
性
の
な
い
勝
劣
論
で
あ
る
。
聖
人
の
教
観
に
関
す
る
思
想
中
に
は
、
教
を
離
れ
て
孤
立
し
た
観
心
な
る
も
の
は
な

い
。
聖
人
に
於
け
る
教
観
は
不
即
不
離
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
切
り
離
し
て
対
立
せ
し
む
べ
き
関
係
で
は
な
い
。
然
ら
ば
五
重
相
對
の
第

五
は
何
か
、
謂
く
種
脱
相
對
で
あ
る
。

即
ち
本
門
壽
量
品
の
文
上
に
説
か
る
ゝ
所
は
釋
尊
の
久
成
で
あ
つ
て
、
そ
れ
を
聞
い
た
衆
生
は
脱
益
を
得
た
の
で
あ
る
。
そ
の
法
華
経

に
基
い
て
、
天
台
大
師
が
自
解
佛
乗
の
法
門
と
し
て
組
織
さ
れ
た
の
が
一
念
三
千
の
法
門
で
あ
る
。
一
念
三
千
の
法
門
は
天
台
大
師
が
發

得
さ
れ
た
法
華
経
の
實
践
法
で
あ
り
、
成
佛
の
實
證
法
で
あ
つ
て
、
前
代
未
聞
の
大
法
門
で
あ
つ
た
。
し
か
し
そ
の
一
念
三
千
の
大
法
門

も
、
今
や
末
法
に
於
け
る
下
機
の
衆
生
の
為
め
に
は
適
し
な
い
。
所
謂
像
法
過
時
の
法
で
あ
る
。
そ
こ
で
聖
人
は
、
そ
の
一
念
三
千
の
理

観
に
代
ふ
る
に
、
唱
題
受
持
の
事
行
を
以
て
末
法
下
種
の
要
法
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
本
尊
鈔
の
末
段
に
「
一
念
三
千
を
知
ら
ざ
る
者
に

は
佛
大
慈
悲
を
起
し
て
五
字
の
内
に
此
の
珠
を
裹
み
、
末
代
幼
稚
の
頸
に
懸
け
さ
し
む
」
と
あ
る
は
、
こ
の
間
の
関
係
を
説
か
れ
た
も
の

で
あ
る
。

そ
こ
で
釋
尊
の
在
世
に
脱
益
の
機
根
（
衆
生
）
の
為
め
に
説
か
れ
た
（
教
観
一
具
の
）
本
門
壽
量
品
と
、
末
法
に
於
け
る
本
未
有
善
の

衆
生
の
為
め
に
下
種
さ
れ
た
題
目
と
を
對
照
し
、
末
法
今
時
を
規
準
と
し
て
勝
劣
を
論
ず
る
を
種
脱
相
對
と
い
ふ
の
で
あ
る
。」
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浅
井
要
麟
『
日
蓮
聖
人
教
学
の
研
究
』
三
九
二

四
頁

開
目
抄
の
五
重
相
対
の
第
五
教
観
相
対
に
お
い
て
、
本
門
寿
量
品
文
上
の
教
相
に
対
し
て
文
底
観
心
を
立
て
勝
劣
を
論
じ
る
と
み
る
説

は
、
中
古
天
台
の
教
判
の
影
響
で
あ
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、「
三
種
法
華
」
の
教
判
中
、
法
華
経
文
上
の
教
相
で
あ
る
「
顕
説
法
華
」

（
本
迹
已
分
）に
対
し
て
、
文
底
観
心
つ
ま
り
は
仏
の
内
証
で
あ
る
「
根
本
法
華
」（
本
迹
未
分
）を
最
勝
と
す
る
も
の
で
、「
四
重
興
廃
」

の
第
四
教
観
相
対
で
は
天
真
独
朗
の
止
観
を
本
迹
未
分
の
「
根
本
法
華
」
の
観
心
と
す
る
。
こ
れ
が
「
底
文
相
対
」
の
起
源
で
あ
る
と
い

う
。宗

祖
の
思
想
に
お
い
て
は
、「
観
心
本
尊
抄
」
に
「
釈
尊
の
因
行
果
徳
の
二
法
は
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
に
具
足
す
。」（
昭
和
定
本
七
一

一
頁
）と
、
あ
る
よ
う
に
文
上
久
遠
実
成
釈
迦
牟
尼
佛
の
功
徳
が
文
底（
内
証
）の
妙
法
五
字
の
功
徳
と
な
る
の
で
あ
り
、
末
法
の
観
心
と

し
て
の
妙
法
五
字
は
教
相
上
の
佛
の
功
徳
に
他
な
ら
な
い
。
故
に
、「
聖
人
の
教
観
に
関
す
る
思
想
中
に
は
、
教
を
離
れ
て
孤
立
し
た
観

心
な
る
も
の
は
な
い
。
聖
人
に
於
け
る
教
観
は
不
即
不
離
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
切
り
離
し
て
対
立
せ
し
む
べ
き
関
係
で
は
な
い
。」

宗
祖
に
お
け
る
五
重
相
対
の
第
五
は
「
種
脱
相
對
」
で
あ
る
と
す
る
。
過
去
世
に
法
華
経
を
聞
き
既
に
下
種
を
受
け
た
「
本
已
有
善
」
の

衆
生
に
対
し
、
釈
尊
在
世
に
法
華
経
本
門
寿
量
品
所
説
の
久
遠
実
成
を
説
い
て
解
脱
益
を
得
さ
せ
、
末
法
に
お
い
て
法
華
経
聞
法
の
経
験

の
な
い
「
本
未
有
善
」
の
衆
生
に
は
、
妙
法
五
字
の
下
種
を
授
け
、
受
持
即
成
、
下
種
即
脱
益
の
即
身
成
佛
の
利
益
を
得
さ
せ
る
。

日
蓮
聖
人
…
種
脱
相
対｜

文
上

久
遠
実
成

脱

益

在
世

本
已
有
善

本
門
寿
量
品
｜

────

教
観
不
二

｜
文
底

妙
法
五
字

下
種
益

末
法

本
未
有
善
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中
古
天
台
…
教
観
相
対｜

文
上

教
相

顕
説
法
華

本
迹
已
分

劣

本
門
寿
量
品
｜

────｜
文
底

観
心

根
本
法
華

本
迹
未
分

勝

天
真
独
朗
観

「
二
種
の
佛
身
観
」

「
要
す
る
に
か
く
の
如
き
無
作
三
身
は
理
體
本
覚
の
基
礎
に
立
つ
佛
身
観
で
あ
り
、
そ
の
自
然
の
展
開
と
し
て
己
身
本
覚
思
想
と
な

り
、
圓
佛
思
想
と
な
り
、
草
木
成
佛
の
思
想
と
な
つ
た
の
で
あ
る
が
、
何
れ
も
理
體
本
覚
の
基
調
に
立
つ
点
に
於
て
、
か
の
久
遠
実
成
と

い
ふ
實
修
實
証
を
得
た
無
始
の
古
佛
と
は
對
照
的
関
係
に
立
つ
も
の
で
あ
る
。
今
こ
の
二
佛
の
性
格
を
對
照
す
る
に

無
始
の
古
佛
は
五
百
塵
点
と
か
、
復
倍
上
数
と
か
い
ふ
教
相
に
即
し
つ
ゝ
、
そ
の
教
相
を
通
し
て
無
始
久
遠
に
想
到
す
る
の
で
あ
る

か
ら
、
教
観
不
離
の
基
調
に
立
つ
佛
身
観
で
あ
る
。
然
る
に
無
作
三
身
は
教
相
を
離
脱
し
て
、
単
に
観
心
の
重
に
立
つ
理
念
的
な
佛
身
観

で
あ
る
。

前
者
は
因
行
果
徳
の
二
法
を
具
備
さ
れ
た
實
成
の
佛
で
あ
り
、
後
者
は
因
行
果
徳
と
か
転
迷
開
悟
と
か
を
體
験
せ
ざ
る
本
来
常
住
の

覚
體
で
あ
る
か
ら
謂
ゆ
る
覚
前
の
彿
で
あ
る
。
前
者
は
實
修
實
證
さ
れ
た
修
顕
の
佛
で
あ
り
、
後
者
は
単
な
る
性
徳
の
佛
で
あ
る
。
前
者

は
始
覚
に
即
し
た
本
覚
の
佛
で
あ
り
、
後
者
は
本
來
法
爾
、
自
然
本
覚
の
佛
で
あ
る
。

前
者
は
事
顕
本
の
報
身
の
佛
で
あ
り
、
後
者
は
理
顕
本
の
法
身
佛
で
あ
る
。
故
に
報
中
論
三
と
法
中
論
三
の
相
違
で
も
あ
る
。
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前
者
は
釈
尊
一
佛
に
限
つ
て
顕
本
さ
れ
た
佛
で
あ
る
か
ら
、
信
仰
の
對
象
と
し
て
は
佛
本
尊
に
限
ら
れ
る
。
後
者
は
法
身
佛
で
あ

り
、
法
格
的
で
あ
る
か
ら
、
法
本
尊
に
通
じ
、
ま
た
衆
生
の
顕
本
を
主
と
す
る
か
ら
己
身
本
尊
と
も
な
り
、
毘
盧
舎
那
一
切
処
で
あ
る
か

ら
庶
物
本
尊
と
な
る
傾
向
も
多
分
に
あ
る
。

前
者
は
虚
空
会
上
に
顕
現
さ
れ
た
佛
で
あ
る
か
ら
、
有
相
的
で
あ
る
が
、
後
者
は
単
な
る
理
念
で
あ
る
か
ら
無
相
的
で
あ
る
。

二
種
の
佛
身
観
に
つ
い
て
凡
そ
以
上
の
如
き
差
異
を
認
め
る
の
で
あ
る
が
、
古
今
の
宗
學
史
上
こ
れ
を
混
同
し
、
若
く
は
種
々
の
会
通

を
加
へ
て
両
立
せ
し
め
ん
と
す
る
傾
向
が
あ
る
。
そ
の
結
課
果
そ
れ
等
の
佛
身
観
は
曖
昧
模
糊
と
し
て
、
眞
の
性
格
を
把
握
し
得
ざ
る
憾

み
が
あ
る
。
吾
が
宗
の
佛
身
観
は
や
が
て
本
尊
観
に
通
す
る
重
要
問
題
で
あ
り
、
宗
學
上
の
中
心
と
な
る
べ
き
問
題
で
あ
る
か
ら
、
そ
の

解
釈
は
曖
昧
模
糊
で
あ
つ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
二
覆
の
佛
身
観
に
於
て
首
鼠
両
端
を
持
し
た
り
、
牽
強
附
会
な
合
意
に
従
ふ
べ
き
で

は
な
く
、「
日
蓮
當
身
の
大
事
」
を
開
顕
さ
れ
た
本
尊
鈔
及
び
「
一
期
の
大
事
」
を
明
か
に
さ
れ
た
開
目
鈔
の
指
南
に
従
う
ふ
べ
き
で
あ

る
が
、
両
抄
に
顕
は
れ
た
る
佛
身
観
は
久
遠
實
成
の
報
身
と
し
て
の
釈
尊
で
あ
つ
て
、
無
作
と
か
本
有
と
か
い
ふ
本
覚
佛
で
は
な
い
。
即

ち
壽
量
品
に
五
百
塵
点
と
か
、
復
倍
上
数
と
か
い
ふ
有
限
な
数
量
に
託
し
て
、
非
数
の
無
始
を
意
味
す
る
古
佛
こ
そ
吾
が
聖
人
の
佛
身
観

で
あ
る
。」

浅
井
要
麟
『
日
蓮
聖
人
教
学
の
研
究
』
四
〇
三

四
頁

久
遠
実
成
の
佛
と
無
作
三
身
と
の
比
較
で
あ
る
。「
無
始
の
古
佛
」
と
は
、『
観
心
本
尊
抄
』
の
「
五
百
塵
点
乃
至
所
顕
の
三
身
に
し
て

無
始
の
古
仏
な
り
。」
の
所
説
で
あ
り
、
寿
量
品
の
五
百
億
塵
点
劫
の
喩
は
、「
有
限
な
数
量
に
託
し
て
、
非
数
の
無
始
を
意
味
す
る
古

佛
」
つ
ま
り
は
、
五
百
億
塵
点
劫
と
い
う
数
量
を
用
い
て
無
始
・
久
遠
の
成
道
を
表
現
し
た
「
事
顕
本
」
久
遠
実
成
の
釈
迦
牟
尼
佛
で
あ

る
。
こ
の
佛
は
、
過
去
世
に
お
い
て
実
際
に
修
行
し
、
久
遠
本
時
に
悟
り
を
開
い
た
「
実
修
実
証
」
の
佛
で
あ
り
、「
因
行
果
徳
」
の
二
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法
を
具
備
す
る
報
身
を
主
体
と
し
た
三
身（
報
中
論
三
）で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
無
作
三
身
と
は
、
寿
量
品
の
説
相（
文
上
）に
説
か
れ
る
久
遠
実
成
の
佛
を
有
限
な
存
在（
有
始
無
終
・
報
身
・
始
覚
）

と
し
、
そ
の
根
底（
文
底
）
に
永
遠
の
存
在（
無
始
無
終
・
法
身
・
本
覚
）で
あ
る
無
作
三
身
を
説
き
本
地
佛
と
す
る（
理
顕
本
）。
前
記
中

古
天
台
、
四
重
興
廃
判
の
影
響
を
受
け
た
解
釈
で
あ
る
。
理
法
身
を
本
体
と
し
て
報
身
・
応
身
の
垂
迹
佛
が
応
現
す
る
「
法
中
論
三
」
の

三
身
説
で
あ
り
、
法
華
経
教
相
上
に
一
切
説
か
れ
な
い
「
観
心
」
に
の
み
認
識
さ
れ
る
と
す
る
「
無
相
」
の
法
身
で
あ
る
。
法
身
佛
は
法

界
に
遍
在
す
る（「
毘
盧
舎
那
一
切
処
」）故
に
「
庶
物
本
尊
と
な
る
傾
向
」
か
ら
、「
天
皇
本
尊
論
」
等
が
派
生
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
訳

で
あ
る
。
宗
祖
御
遺
文
に
お
い
て
は
、『
本
尊
抄
』『
開
目
抄
』
も
「
事
顕
本
」
の
佛
で
あ
り
、
無
作
三
身
の
記
述
は
無
い
。

こ
の
様
に
、
久
遠
実
成
の
佛
と
無
作
三
身
は
異
質
の
存
在
で
あ
る
が
、
宗
学
史
上
両
者
を
「
混
同
し
、
若
く
は
種
々
の
会
通
を
加
へ
て

両
立
せ
し
め
ん
」
と
し
て
き
た
と
こ
ろ
に
佛
身
観（
本
尊
・
顕
本
論
）の
問
題
点
が
あ
る
と
す
る
。

以
上
の
「
理
顕
本
」
に
お
け
る
文
上
久
遠
実
成
の
釈
尊
と
文
底
無
作
三
身
と
い
う
相
対
す
る
佛
身
観
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
、
同
書
の

「
第
六
章
祖
書
の
思
想
的
研
究
」
に
よ
る
と
、

「
支
那
天
台
に
在
っ
て
は
、
壽
量
文
上
の
塵
點
に
即
し
て
報
身
常
住
を
説
き
た
る
に
対
し
て
、
今
や
覚
證
両
師（
慈
覚
・
智
證
）に
依
っ
て

密
教
と
結
合
の
結
果
、
久
遠
實
成
の
釋
尊
は
能
詮
の
報
身
佛
、
不
久
現
證
の
大
日
本
地
身
は
、
所
詮
の
法
身
佛
と
論
じ
て
、
お
の
づ
か
ら

密
勝
顕
劣
の
堕
し
て
居
る
の
で
あ
る
。」（
二
二
九
頁
）と
、
中
国
天
台
の
久
遠
実
成
の
報
身
成
道
に
対
し
、
台
密
に
お
い
て
久
遠
實
成
の

釈
尊
は
能
詮
の
報
身
佛
、
大
日
如
来
は
所
詮
の
法
身
佛
と
な
り
、
中
古
天
台
に
お
い
て
は
、

「
釋
尊
の
久
遠
實
成
を
以
て
文
上
能
顕
の
方
便
と
な
し
、
釋
尊
の
無
始
無
終
、
本
覚
無
作
の
三
身
を
顕
す
の
が
文
底
所
顕
の
實
義
で
あ
る

（『
等
海
口
傳
』）と
い
ふ
の
で
あ
る
。」（
二
三
〇
頁
）と
、
法
華
経
寿
量
品
、
文
上
能
顕
の
久
遠
實
成
の
釋
尊
は
方
便
、
文
底
所
顕
の
本
覚

無
作
三
身
が
実
義
と
い
う
「
理
顕
本
」
が
成
立
し
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
文
底
所
顕
の
本
覚
無
作
三
身
と
は
、

「
か
く
て
中
古
天
台
に
於
て
は
壽
量
顕
本
の
佛
は
無
始
無
終
の
本
覚
三
身
如
來
と
説
く
の
で
あ
る
が
、
そ
の
佛
の
法
體
内
容
に
於
て
は
、
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大
日
本
地
身
と
何
等
異
な
る
所
も
な
い
自
然
本
覚
の
素
法
身
に
外
な
ら
ぬ
。
こ
の
點
密
教
の
影
響
で
な
く
て
何
で
あ
ろ
う
。」（
二
三
〇

頁
）と
、
大
日
如
来
が
無
作
三
身
に
名
前
を
変
え
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

以
上
の
通
り
、『
日
蓮
聖
人
教
学
の
研
究
』
で
は
、
宗
祖
の
本
尊
と
す
る
久
遠
実
成
の
佛（
無
始
の
古
佛
）と
無
作
三
身
と
を
比
較
し
、

そ
の
相
違
点
を
明
確
に
指
摘
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
文
献
学
的
見
地
に
基
づ
く
宗
祖
御
遺
文
と
慧
檀
両
流
に
亘
る
中
古
天
台
教
学
と
の

比
較
研
究
に
よ
り
判
明
し
た
も
の
で
あ
り
、
総
称
し
て
「
祖
書
学
」
と
呼
ば
れ
る
研
究
方
法
で
あ
る
。
現
在
の
『
宗
義
大
綱
読
本
』
の
本

尊
・
顕
本
論
と
比
較
し
て
も
相
違
な
い
事
か
ら
、
浅
井
要
麟
教
授
の
こ
の
様
な
研
究
が
現
代
の
日
蓮
宗
の
本
尊
・
顕
本
論
の
原
点
に
な
る

と
考
え
ら
れ
る
。

●
事
顕
本
…
現
代
日
蓮
宗
の
本
尊
・
顕
本
論
の
基
準

（
久
遠
実
成
）

｜
無
始
の
古
佛

事
顕
本

教
観
不
離

報
中
論
三

因
行
果
徳

佛
本
尊

有
相

｜
無
作
三
身

理
顕
本

観
心
尊
重

法
中
論
三

本
来
常
住

法
本
尊

無
相

執
行
海
秀
先
生
（
一
九
〇
七

六
八
）
浅
井
要
麟
・
望
月
歓
厚
両
教
授
の
後
継
者

「
本
尊
と
本
仏

執
行
海
秀

本
尊
論
は
、
そ
の
根
底
に
お
い
て
、
本
仏
論
の
異
議
に
基
づ
く
も
の
が
あ
る
。
由
来
、
本
宗
に
お
け
る
本
仏
論
は
、
こ
れ
を
大
別
し
て
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釈
尊
本
仏
論
、
衆
生
本
仏
論
、
法
界
本
仏
論
の
三
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
の
釈
尊
本
仏
論
に
し
て
も
、
こ
れ
を
歴
史
上
の
人
間
釈

尊
の
当
体
に
論
ず
る
も
の
と
、
こ
の
釈
尊
を
迹
仏
と
し
て
、
そ
の
本
地
身
に
本
仏
の
当
体
を
認
め
よ
う
と
す
る
説
と
が
あ
る
。
前
者
は
所

証
の
理
を
能
証
の
仏
に
摂
し
、
後
者
は
能
証
の
仏
を
所
証
の
理
に
摂
し
て
、
そ
の
所
証
の
理
を
本
仏
と
見
做
す
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
仏
に
、
法
身
的
性
格
を
附
与
す
る
と
き
、
そ
れ
は
大
日
如
来
の
色
彩
を
濃
く
す
る
も
の
で
あ
り
、
報
身
的
性
格
を
見
出

さ
ん
と
す
る
と
き
、
阿
弥
陀
如
来
の
仏
格
と
な
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
よ
う
な
本
仏
論
は
、
真
言
、
浄
土
の
立
場
に
お
い
て
肯
定

さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
日
蓮
聖
人
の
寿
量
品
観
に
よ
れ
ば
、
人
間
釈
尊
の
悟
り
の
当
体
、
つ
ま
り
能
証
の
世
界
に
、
久
遠
実
成

の
本
仏
が
把
え
ら
れ
て
い
る
。
久
遠
実
成
と
い
う
仏
格
は
、
法
身
・
報
身
の
常
住
を
認
め
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
人
間
釈
尊
の
当
体
に

即
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
大
日
如
来
や
阿
弥
陀
如
来
の
よ
う
な
本
地
身
を
、
釈
尊
の
背
後
に
認
め
、
釈
尊
の
存
在
根
拠
と
見
做

す
の
で
は
な
い
。」『
現
宗
研
所
報
第
１
号
』
二
一
頁

「
釈
尊
本
仏
論
」
に
お
い
て
、「
所
証
の
理
を
能
証
の
仏
に
摂
し
、」「
歴
史
上
の
人
間
釈
尊
の
当
体
に
論
ず
る
」
説
が
「
事
顕
本
」
で
あ

り
、「
こ
の
釈
尊
を
迹
仏
と
し
て
、
そ
の
本
地
身
に
本
仏
の
当
体
を
認
め
よ
う
と
す
る
説
」「
能
証
の
仏
を
所
証
の
理
に
摂
し
て
、
そ
の
所

証
の
理
を
本
仏
と
見
做
す
も
の
」
が
、「
理
顕
本
」
で
あ
る
。
釈
尊
の
背
後
に
本
地
身
を
認
め
、「
こ
の
仏
に
、
法
身
的
性
格
を
附
与
す
る

と
き
、
そ
れ
は
大
日
如
来
の
色
彩
を
濃
く
す
る
も
の
」
で
あ
り
、
無
作
三
身
も
こ
の
類
に
属
す
る
の
で
あ
る
。

●
事
顕
本
…
歴
史
上
の
人
間
釈
尊
の
当
体
に
久
遠
実
成
を
論
ず
る

｜
事
顕
本

能
証
の
仏

久
遠
実
成
の
本
仏
、
歴
史
上
の
人
間
釈
尊
の
当
体
に
三
身
を
即
す
る

｜
理
顕
本

所
証
の
理

法
身
的
性
格
…
大
日
如
来
・
無
作
三
身
、
報
身
的
性
格
…
阿
弥
陀
如
来
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「
日
蓮
教
学
上
に
於
け
る
御
義
口
伝
の
地
位

御
義
口
伝
は
就
註
法
華
経
御
義
口
伝
の
略
称
で
あ
っ
て
、
ま
た
日
興
記
と
も
称
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
本
書
は
日
蓮
聖
人
が
直
弟
の
六
老
僧

の
た
め
建
治
年
中
（

）身
延
山
に
於
て
三
部
十
巻
の
註
法
華
経
の
要
文
に
就
て
講
述
せ
ら
れ
た
も
の
で
、
六
老
の
一
人
で
あ
っ

た
日
興
が
そ
の
講
述
を
筆
録
し
、
弘
安
元
年
一
月
元
旦
「
聖
人
の
検
閲
印
可
を
得
た
も
の
と
伝
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。（
略
）

こ
こ
に
於
て
か
、
清
水
梁
山
氏
の
如
き
は
本
書
を
以
て
「
宛
も
釈
尊
の
神
力
品
と
同
く
、
一
字
一
辞
も
皆
本
仏
結
要
の
妙
句
な
ら
ざ
る

は
な
き
な
り
」
と
い
ひ
、
ま
た
田
中
智
学
氏
も
「
御
義
口
伝
の
講
談
は
六
上
足
の
為
に
特
に
本
化
直
授
の
秘
奥
を
開
示
し
、
六
師
に
因
せ

て
末
法
の
一
切
衆
生
に
宣
説
し
給
ふ
と
こ
ろ
、
猶
本
仏
の
六
万

沙
に
因
り
て
此
の
直
法
を
末
法
に
遺
留
し
給
ひ
し
に
符
合
す
、
さ
れ
ば

此
の
聖
訣
の
妙
判
こ
そ
真
の
本
化
の
面
目
に
し
て
、
他
の
本
尊
鈔
・
開
目
鈔
・
安
国
論
等
の
要
典
に
於
け
る
唯
一
の
解
釈
指
南
な
り
。」

と
論
じ
て
ゐ
る
。

か
く
し
て
本
書
の
地
位
は
高
度
に
評
価
さ
れ
、
御
義
口
伝
中
心
の
教
学
の
高
揚
せ
ら
れ
来
っ
た
が
、
か
か
る
潮
流
に
対
し
て
、
本
書
を

第
二
次
的
に
、
ま
た
は
補
助
的
に
取
扱
は
ん
と
す
る
潮
流
が
あ
る
。
即
ち
永
昌
日
鑑
は
本
書
を
評
し
て
「
取
捨
情
に
よ
る
べ
し
…
…
蓋
し

用
ひ
て
録
内
の
御
義
を
助
顕
せ
ん
は
可
な
り
。」
と
い
ひ
、
清
水
龍
山
氏
は
「
宗
義
を
学
ぶ
須
く
五
大
章
疏
を
規
準
と
す
べ
し
、
御
義
口

伝
の
如
き
先
哲
尚
輙
く
講
ぜ
ず
、
況
や
初
心
を
や
」
と
論
じ
て
ゐ
る
。
か
や
う
に
本
書
の
地
位
に
つ
い
て
は
両
様
の
見
解
が
対
立
し
て
ゐ

る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
問
題
と
な
る
の
は
、
本
書
は
果
し
て
従
来
の
所
伝
の
如
く
一
字
一
句
悉
く
日
蓮
聖
人
の
妙
句
で
あ
り
、
口
伝
で

あ
る
か
否
か
と
い
ふ
点
に
存
す
る
の
で
あ
る
。（
略
）

と
こ
ろ
で
本
書
は
古
来
よ
り
真
偽
の
論
が
あ
る
。
聖
人
門
下
初
期
の
古
記
録
を
初
め
と
し
て
、
聖
人
滅
後
百
二
・
三
十
年
の
頃
編
輯
さ

れ
た
録
内
遺
文
に
も
漏
れ
て
居
り
、
ま
た
聖
人
滅
後
百
八
十
年
の
頃
に
出
来
た
八
品
日
隆
の
本
門
弘
経
抄
に
も
周
知
せ
ら
れ
て
な
い
も
の

で
あ
っ
て
、
そ
の
後
や
や
降
っ
て
聖
人
滅
後
二
百
十
年
頃
完
成
さ
れ
た
円
明
日
澄
の
法
華
啓
運
鈔
に
至
っ
て
初
め
て
引
用
せ
ら
れ
て
ゐ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
古
写
本
に
は
聖
人
滅
後
百
五
十
七
年
の
天
文
八
年（
一
五
三
九
年
）
の
奥
書
を
有
す
る
隆
門
の
日
経
本
が
あ
る
に
過
ぎ



─ ─

な
い
。
か
や
う
に
本
書
の
伝
承
に
つ
い
て
は
根
拠
が
明
瞭
で
な
い
憾
み
が
あ
る
。

の
み
な
ら
ず
本
書
に
は
、
日
蓮
聖
人
滅
後
十
三
年
、
元
の
元
貞
元
年
に
成
立
し
た
徐
氏
の
科
註
が
引
用
さ
れ
て
ゐ
る
が
如
き
、
ま
た
本

書
の
口
伝
形
態
や
文
体
が
、
南
北
朝
の
頃
出
来
た
等
海
口
伝
等
に
類
似
す
る
点
か
ら
見
て
本
書
の
成
立
は
聖
人
滅
後
の
も
の
と
思
は
れ

る
。
か
ゝ
る
意
味
に
於
て
、
本
書
は
思
想
的
に
も
文
献
的
に
も
日
蓮
教
学
上
に
於
け
る
第
一
資
料
と
す
る
こ
と
に
は
躊
躇
せ
ざ
る
を
得
な

い
の
で
あ
る
。（
昭
和
二
十
九
年
九
月
）（
印
度
学
仏
教
学
研
究
三
の
二
号
）」

執
行
海
秀
『
興
門
教
学
の
研
究
』
三
一
〇

三
一
三
頁

宗
祖
の
顕
本
論
に
お
い
て
、「
理
顕
本
」
を
主
張
す
る
根
拠
と
し
て
『
御
義
口
伝
』
の
所
説
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
清
水
梁
山
・
田
中
智

学
氏
等
は
同
書
を
「
本
尊
鈔
・
開
目
鈔
・
安
国
論
等
の
要
典
に
於
け
る
唯
一
の
解
釈
指
南
」
と
し
て
重
視
し
、『
御
義
口
伝
』
中
心
の
教

学（
中
古
天
台
的
教
学
・
理
顕
本
）を
立
て
て
き
た
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
、
永
昌
日
鑑
・
清
水
龍
山
氏
等
所
謂
充
洽
園
学
派
は
、
宗
義
の

解
釈
に
五
大
部
の
章
疏（
天
台
三
大
部
六
十
巻
『
涅
槃
経
疏
』『
浄
名
経
疏
』
…
原
始
天
台
）を
規
準
と
し
、『
御
義
口
伝
』
を
第
二
次
的
、

補
助
的
に
利
用
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
様
な
研
究
姿
勢
が
以
降
の
教
学
の
近
代
化（
中
古
天
台
的
教
学
か
ら
の
脱
却
）へ
の
遠
因
と
な
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
訳
で
あ
る
。

『
御
義
口
伝
』
は
、
執
行
海
秀
教
授
の
研
究
に
よ
り
中
古
天
台
本
覚
思
想
の
影
響
を
受
け
て
室
町
期
に
日
興
門
流
で
成
立
し
た
も
の
と

さ
れ
、『
興
門
教
学
の
研
究
』、『
御
義
口
伝
の
研
究
』
で
は
、
次
の
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

『
御
義
口
伝
』
…
聖
人
滅
後
の
成
立

・
宗
祖
滅
後
十
三
年
、
元
の
元
貞
元
年
に
成
立
し
た
徐
氏
の
科
註
を
引
用

・
口
伝
形
態
や
文
体
が
、
南
北
朝
の
頃
出
来
た
等
海
口
伝
等
に
類
似

・
宗
祖
滅
後
百
二
・
三
十
年
の
頃
編
輯
さ
れ
た
録
内
遺
文
に
無
い

・
古
写
本
…
隆
門
の
日
経
本
、
聖
人
滅
後
百
五
十
七
年
の
天
文
八
年（
一
五
三
九
年
）
の
奥
書
が
最
古
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・
内
容
が
興
門
教
学
の
基
礎
的
位
置
付
け
を
も
つ（
無
作
三
身
の
理
顕
本
等
を
強
調
）

以
上
の
研
究
に
よ
り
、『
御
義
口
伝
』
を
偽
撰
と
す
る
説
が
宗
門
に
お
い
て
既
に
定
着
し
て
い
る
。
宗
祖
の
三
大
部
を
始
と
し
た
主
要

御
遺
文
は
、
天
台
三
大
部
と
妙
楽
大
師
の
解
釈
、
所
謂
原
始
天
台
を
範
と
し
て
、
理
か
ら
事
の
法
門
を
立
て
ら
れ
た
「
顕
教
」
に
属
す
る

教
理
で
あ
る
が
、
後
の
門
流
に
お
い
て
、
こ
れ
に
中
古
天
台
の
口
伝
法
門
を
附
会
し
た
類
に
『
御
義
口
伝
』
は
属
す
る
こ
と
に
な
る
。

茂
田
井
教
亨
先
生（
一
九
〇
四

二
〇
〇
〇
）

『
観
心
本
尊
抄
研
究
序
説
』

「
一
、
一
念
三
千
の
法
門
は
但
法
華
経
の
本
門
寿
量
品
の
文
の
底
に
し
づ
め
た
り
。
竜
樹
天
親
知
て
、
し
か
も
い
ま
だ
ひ
ろ
い
い
だ
さ

ず
。
但
我
が
天
台
智
者
の
み
こ
れ
を
い
だ
け
り
。
一
念
三
千
は
十
界
互
具
よ
り
こ
と
は
じ
ま
れ
り
。（
五
三
九
）

（
中
略
）

は
、
山
川
博
士
も
「
法
体
の
一
念
三
千
」
と
規
定
し
た
よ
う
に
、
聖
人
独
自
の
一
念
三
千
観
の
根
拠
を
、「
寿
量
文
底
」
と
示
た
も

の
で
、
さ
き
の
『
十
章
抄
』
の
「
一
念
三
千
の
出
処
は
略
開
三
之
十
如
実
相
な
れ
ど
も
、
義
分
は
本
門
に
限

ル

」
の
文
に
照
応
す
る
も
の

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
の
抄
に
い
う
「
真
実
の
依
文
判
義
は
本
門
に
限
」
る
こ
と
を
、
さ
ら
に
進
め
て
『
寿
量
品
』
の
文
の
底
と
限
定

し
た
も
の
で
あ
る
。「
然
我
実
成
仏
己
来
無
量
無
辺
」
の
開
迹
顕
本
の
当
処
を
一
念
三
千
の
出
処
と
す
る
こ
と
は
、
常
道
の
一
念
三
千
理

解
の
う
え
か
ら
は
奇
異
の
感
を
与
え
な
い
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
文
の
上
か
ら
は
見
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
日
輝
が
「
文

底
」
を
「
見
難
き
を
現
わ
す
」（「
文
底
秘
沈
決
膜
」
充
全
二
ノ
三
七
四
以
下
）
と
解
し
た
の
は
当
を
得
た
も
の
で
、
日
寛
（
一
六
六
五

一
七
二
七
）の
ご
と
く
、
こ
れ
を
直
ち
に
「
上
底
」
相
対
し
た
も
の
と
と
る
（「
三
重
秘
伝
鈔
」
宗
全
正
宗
ノ
一
）
こ
と
は
、『
開
目
抄
』

の
文
意
の
曲
解
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、「
見
難
き
」
と
い
つ
て
も
、
文
を
離
れ
て
無
媒
介
的
に
、
ま
た
は
神
秘
的
に
一
念
三

千
が
成
就
さ
れ
た
の
で
も
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、「
文
の
底
」
な
の
で
あ
る
。
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特
に
「
文
底
秘
沈
」
と
強
調
し
た
理
由
は
、
こ
の
文
の
次
上
に
、「
華
厳
宗
真
言
宗
と
の
二
宗
は
偸
に
盗

ン

で
自
宗
の
骨
目
と
せ
り
」
と

あ
る
文
節
を
受
け
た
か
ら
で
、
こ
の
両
家
が
天
台
の
教
を
真
似
て
一
念
三
千
を
弄
ぶ
よ
う
だ
が
、
元
来
、
こ
の
法
門
は
「
寿
量
品
の
文
の

底
に
し
づ
め
」
ら
れ
た
も
の
で
、
彼
等
の
容
易
に
見
出
し
難
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、「
竜
樹
天

親
知
て
、
し
か
も
い
ま
だ
ひ
ろ
い
い
だ
さ
ず
」
と
い
い
、「
但
我
が
天
台
智
者
の
み
こ
れ
を
い
だ
け
り
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
寿
量
蔵
天
台
懐
で
あ
っ
て
、
華
密
両
家
の
窺
知
し
得
な
か
つ
た
と
こ
ろ
を
強
調
し
た
も
の
に
外
な
ら
な
い
。『
十
章
抄
』
に
迹
門
は

「
本
門
の
依
義
判
文
」
と
い
い
、
本
門
は
「
依
文
判
義
」
と
い
え
る
は
、
ま
さ
に
こ
の
間
の
消
息
を
語
る
も
の
で
、「
依
義
判
文
」
と

「
依
文
判
義
」
の
使
い
分
け
の
妙
、
こ
こ
に
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

「
十
界
互
具
」
が
「
一
念
三
千
」
の
基
盤
と
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
ま
え
に
も
し
ば
し
ば
触
れ
た
よ
う
に
、
聖
人
の
三
千
観
の
特
徴
を

な
す
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
三
の
引
文
に
も
「
本
因
本
果
の
法
門
」
と
い
え
る
ご
と
く
、
不
二
而
二
の
因
果
を
開
顕
す
る
の
が
「
無
量
の

有
量
」（
法
華
文
句
）
と
い
わ
る
る
『
寿
量
品
』
の
「
遠
寿
」
で
あ
つ
て
、「
我
実
成
仏
」
の
一
語
に
「
九
界
も
無
始
の
仏
界
に
具
し
」

（
本
因
）、「
仏
界
も
無
始
の
九
界
に
備
」
る
（
本
果
）
九
界
即
仏
界
、
仏
界
即
九
界
の
真
実
の
十
界
互
具
、
一
念
三
千
が
成
就
さ
れ
る
か

ら
で
あ
る
。
無
量
の
有
量
に
よ
つ
て
倒
語
的
に
表
現
さ
れ
る
「
無
始
」
を
絶
対
媒
介
と
し
て
、
十
界
互
具
は
成
就
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

「
一
念
三
千
は
九
界
即
仏
界
仏
界
即
九
界
と
談
ず
」
と
い
え
る
『
撰
時
抄
』
の
語
は
、
ま
さ
に
こ
れ
を
述
べ
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
の
で

あ
る
。

『
開
目
抄
』
は
前
述
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
飽
く
ま
で
「
教
」
の
立
場
で
あ
つ
て
、「
観
心
」
の
立
場
を
述
べ
た
も
の
で
は
な
い
か
ら
、

一
念
三
千
の
原
理
を
十
界
互
具
と
示
し
、
そ
の
完
全
成
就
の
世
界
を
『
寿
量
品
』
に
求
め
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
や
は
り
「
教
」
の
範
疇

を
出
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。「
文
底
」
と
い
う
と
「
観
」
に
想
到
す
る
の
で
あ
る
が
、「
底
」
と
は
、「
見
難
」
き
を
現
わ
し
た
も
の
で

あ
る
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
同
時
に
、
他
方
、
そ
の
発
出
す
る
場
所
を
示
し
た
語
と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
。『
寿
量
品
』
の

語
や
、
そ
の
説
相
を
媒
介
と
せ
ず
し
て
、
真
実
の
一
念
三
千
は
求
め
得
な
い
と
す
れ
ば
、
見
難
い
な
が
ら
も
そ
の
文
を
発
出
の
場
と
し
て
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そ
こ
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
久
成
の
如
来
に
よ
つ
て
語
ら
れ
る
言
葉
と
し
て
の
「
教
」
の
世
界
で
あ
る
。
世
間
の
学
者
も

『
寿
量
品
』
を
「
教
」
と
規
定
す
る
こ
と
は
知
つ
て
い
て
も
、
一
念
三
千
が
そ
こ
に
成
就
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
知
ら
ず
、
ま
し
て
そ
れ

が
文
の
底
に
成
就
さ
れ
て
い
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
夢
寐
に
も
知
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
不
知
」
に
対
す
る
「
知
」
の
自
覚
が
、

引
文

の
意
で
あ
る
。」

『
観
心
本
尊
抄
研
究
序
説
』
一
二
五

九
頁

天
台
の
理
の
一
念
三
千
は
迹
門
十
如
是
を
根
拠
と
す
る
の
に
対
し
、
宗
祖
の
事
の
一
念
三
千（
義
）は
、
本
門
寿
量
品
久
遠
実
成（
文
）に

十
界
互
具
が
成
就
す
る
こ
と
に
よ
り
成
立
す
る（「
依
文
判
義
」）。

『
開
目
抄
』
の
「
一
念
三
千
の
法
門
は
但
法
華
経
の
本
門
寿
量
品
の
文
の
底
に
し
づ
め
た
り
。」
の
「
文
底
」
と
は
、「
寿
量
品
」
開
迹

顕
本
の
「
然（
善
男
子
）我
実
成
仏
己
来
無
量
無
辺
」
の
文（
教
相
）に
事
の
一
念
三
千
が
成
就
す
る
と
い
う
「
見
難
き
を
現
わ
す
」
為
に

「
文
の
底
」
と
表
現
し
た
も
の
で
あ
り
、
上
の
「
華
厳
宗
真
言
宗
と
の
二
宗
は
偸
に
盗

ン

で
自
宗
の
骨
目
と
せ
り
」
の
文
節
を
受
け
て

「
華
密
両
家
の
窺
知
し
得
な
か
つ
た
と
こ
ろ
を
強
調
」
し
た
も
の
で
「
文
底
観
心
」
を
表
し
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
。

『
寿
量
品
』
の
「
遠
寿
」
を
『
法
華
文
句
』
で
は
「
無
量
の
有
量
」
と
表
現
す
る
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
、

「
實
に
無
量
に
し
て
而
し
て
量
と
言
ふ
は
、
此
品（
寿
量
品
）及
び
金
光
明
の
如
き
是
れ
な
り
」

『
法
華
文
句
』（
国
訳
一
切
経

経
疏
部
二

四
一
二
頁
）

と
の
文
意
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、『
法
華
文
句
』
の
寿
量
品
題
名
釈
で
は
、
寿
量
の
「
量
」
に
つ
い
て
、
本
来
無
量
で

あ
る
本
時
成
道
以
来
の
久
遠
本
佛
の
寿
命（
遠
寿
）を
「
量
」
の
語
で
表
し
「
無
量
の
有
量
」
と
表
現
す
る
の
で
あ
る
。
五
百
億
塵
点
劫
の

喩
で
は
、
五
百
億
塵
点
と
い
う
「
有
量
」
に
即
し
て
「
無
量
」「
無
始
久
遠
」
を
表
現
す
る
。「
無
始
久
遠
」
と
は
「
我
実
成
仏
」（
本
時

成
道
）の
本
時
で
も
あ
る
が
、
こ
の
時
、

「
妙
楽
大
師
の
云
く
、
当
に
知
る
べ
し
身
土
は
一
念
三
千
な
り
。
故
に
成
道
の
時
、
此
の
本
理
に
称
う
て
一
身
一
念
法
界
に
遍
し
等
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（『
摩
訶
止
観
輔
行
伝
弘
決
』）﹇
云
云
﹈。」

『
観
心
本
尊
抄
』
昭
和
定
本
七
一
二
頁

と
、
釈
尊
の
一
身
一
念
が
法
界
に
遍
満
し
た
事
に
よ
り
、「「
九
界
も
無
始
の
仏
界
に
具
し
」（
本
因
）、「
仏
界
も
無
始
の
九
界
に
備
」
る

（
本
果
）
九
界
即
仏
界
、
仏
界
即
九
界
の
真
実
の
十
界
互
具
、
一
念
三
千
が
成
就
」
し
た
訳
で
あ
る
。
こ
の
様
に
、
本
門
教
相
上（
文
上
）

の
開
迹
顕
本（
本
時
成
道
）の
際
に
事
の
一
念
三
千
が
成
就
す
る
と
い
う
「
見
難
き
」
こ
と
を
「
文
の
底
」
と
表
現
し
た
が
、「
文
底
」
の

事
の
一
念
三
千
が
成
就
す
る
前
記
の
場
も
ま
た
「
教
相
」
の
範
疇
に
あ
り
、
顕
本
論
と
し
て
は
「
事
顕
本
」
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

「「
見
難
き
」
と
い
つ
て
も
、
文
を
離
れ
て
無
媒
介
的
に
、
ま
た
は
神
秘
的
に
一
念
三
千
が
成
就
さ
れ
た
の
で
も
な
い
」。
大
石
寺
日
寛

『
三
重
秘
伝
鈔
』
の
如
き
、
上
底
相
対
さ
せ
文
底
観
心
を
選
択
す
る
「
理
顕
本
」
の
教
理
は
「
文
底
」
解
釈
の
曲
解
で
あ
る
と
す
る
。

●
事
顕
本
…
「
開
目
抄
」
寿
量
品
文
底
も
「
教
」
の
範
疇

事
顕
本

｜
文
上

教
相

久
遠
実
成

無
始
の
古
佛

｜
文
底

教
相

十
界
互
具
・
事
一
念
三
千
の
成
立

理
顕
本

｜
文
上

教
相

久
遠
実
成

｜
文
底

観
心

無
作
三
身

無
始
の
古
佛（
久
遠
元
初
自
受
用
報
身
…
日
寛
）

「「
望
月
宗
学
」
の
後
に
来
る
も
の
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宗
門
近
世
の
宗
学
は
、
何
び
と
も
が
認
め
る
よ
う
に
、
加
州
の
尭
山（
優
陀
那
院
日
輝
）和
上
に
よ
っ
て
大
成
さ
れ
た
が
、
そ
の
系
譜
に

立
ち
つ
つ
、
い
わ
ゆ
る
近
代
宗
学
を
樹
立
し
た
の
は
、
要
麟
浅
井
先
生
と
歓
厚
望
月
先
生
の
双
璧
で
あ
る
。
し
か
も
両
者
轡
を
並
べ
て
輩

出
し
、
片
や
文
献
学
的
方
向
に
、
片
や
論
理
学
的
方
向
に
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
特
色
を
発
揮
し
た
の
は
、
ま
こ
と
に
奇
し
き
因
縁
と
い
わ
ざ

る
を
得
な
い
。
そ
し
て
前
者
の
主
著
を
「
日
蓮
聖
人
教
学
の
研
究
」
と
い
い
、
後
者
の
主
著
を
「
日
蓮
教
学
の
研
究
」
と
い
う
も
、
亦
奇

な
る
か
な
で
あ
る
。

こ
の
書
名
に
よ
っ
て
も
推
察
さ
れ
る
よ
う
に
、
浅
井
先
生
の
宗
学
は
、
宗
祖
聖
人
の
教
学
の
文
献
学
的
方
法
に
よ
る
考
究
で
あ
り
、
望

月
先
生
の
宗
学
は
、
宗
祖
を
源
流
と
す
る
一
宗
教
学
の
体
系
的
考
究
で
あ
る
。

（
中
略
）

浅
井
先
生
は
、
宗
祖
遺
文
の
文
献
学
的
批
判
か
ら
入
っ
て
、
聖
人
の
教
学
の
真
に
オ
リ
ヂ
ナ
ル
な
も
の
を
求
め
よ
う
と
し
た
。
一
種
の

復
古
主
義
て
あ
っ
た
が
、
望
月
先
生
は
、
宗
祖
を
先
達
と
仰
ぐ
信
仰
的
伝
統
の
な
か
に
、
歴
史
的
に
創
造
さ
れ
て
い
く
宗
学
を
目
指
し
て

お
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
宗
祖
の
思
想
を
追
求
す
る
に
当
っ
て
も
、
文
献
批
判
は
浅
井
先
生
ほ
ど
神
経
質
で
は
な
く
、
た

と
い
、
第
二
資
料
と
目
さ
れ
る
も
の
で
も
、
宗
祖
の
本
質
的
立
場
か
ら
可
能
性
あ
り
と
認
め
ら
れ
れ
ば
、
用
い
る
に
吝
か
で
な
い
と
い
う

態
度
を
執
ら
れ
た
。
し
か
も
、
論
及
は
き
わ
め
て
客
観
的
で
、
形
式
的
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
に
妙
を
得
て
お
ら
れ
た
。（
中
略
）

た
だ
、
こ
こ
で
疑
問
と
な
る
こ
と
は
、
先
生
が
認
識
さ
れ
た
宗
祖
の
本
質
的
立
場
な
る
も
の
は
、
如
何
な
る
立
場
に
お
い
て
そ
れ
が
為

さ
れ
た
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
遺
文
の
信
仰
的
把
握
が
根
本
条
件
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
か
、
宗
祖
の
オ

リ
ヂ
ナ
ル
な
宗
教
体
験
を
捉
え
る
場
合
、
祖
滅
後
の
宗
学
が
能
く
媒
介
契
機
を
な
す
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
先
哲
学
匠
の
宗

学
的
業
績
は
、
何
れ
も
宗
祖
の
宗
教
的
世
界
を
追
求
し
、
追
体
験
し
よ
う
と
の
努
力
の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
個
々
の
先
師
の
創
造
的
世

界
で
あ
っ
て
、
宗
祖
の
宗
教
的
世
界
そ
の
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
示
唆
と
な
り
、
目
安
と
な
り
、
鍵
と
な
る
こ
と
は
あ
っ
て

も
、
日
蓮
的
認
識
に
よ
る
日
蓮
認
識
と
は
な
ら
な
い
。
先
生
は
そ
の
点
を
ど
う
処
理
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
は
、
先
生
の
宗
祖

観
と
も
つ
な
が
り
を
持
つ
の
で
あ
る
。

現
代
宗
教
研
究
所
々
長

茂
田
井
教
亨
」

『
現
宗
研
所
報
第
２
号
』
一
六

一
七
頁
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前
に
日
輝
師
の
充
洽
園
学
派
の
系
譜
に
あ
る
望
月
歓
厚
・
浅
井
要
麟
両
教
授
の
顕
本
論
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
文
中
の
指
摘
通
り
、

望
月
教
授
は
「
祖
滅
後
の
宗
学
」
殊
に
は
日
輝
師
の
宗
学
の
影
響
か
ら
旧
来
の
「
理
顕
本
」
の
教
理
を
立
て
ら
れ
、
浅
井
教
授
は
、「
宗

祖
遺
文
の
文
献
学
的
批
判
か
ら
入
っ
て
、
聖
人
の
教
学
の
真
に
オ
リ
ヂ
ナ
ル
な
も
の
を
求
め
」、「
事
顕
本
」
の
教
理
を
立
て
ら
れ
た
の
で

あ
っ
た
。

茂
田
井
教
授
は
、
現
代
宗
教
研
究
所
々
長
と
し
て
両
師
の
研
究
方
法
を
比
較
さ
れ
、
望
月
教
授
の
研
究
方
法
に
つ
い
て
「
宗

祖
の
オ
リ
ヂ
ナ
ル
な
宗
教
体
験
を
捉
え
る
場
合
、
祖
滅
後
の
宗
学
が
能
く
媒
介
契
機
を
な
す
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
疑
問
を
投
げ
掛
け
ら

れ
、
浅
井
教
授
の
文
献
学
的
批
判
に
基
づ
き
峻
別
さ
れ
た
宗
祖
御
遺
文
と
直
接
向
き
合
う
研
究
姿
勢
を
評
価
し
て
い
る
。
こ
の
様
な
方
向

付
け
が
、
以
降
の
『「
望
月
宗
学
」
の
後
に
来
る
も
の
』
を
示
唆
す
る
事
と
な
る
。
後
の
北
川
前
肇
教
授
著
『
日
蓮
教
学
研
究
』
に
お
い

て
も
望
月
・
浅
井
両
教
授
の
顕
本
論
に
つ
い
て
比
較
研
究（
一
九
四

一
九
七
頁
）が
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

結以
上
、『
日
蓮
宗
宗
義
大
綱
』
作
成
当
時
の
各
先
生
方
の
本
尊
・
顕
本
論
に
つ
い
て
み
て
き
た
が
、

望
月
歓
厚
教
授
「
理
顕
本
」、

浅
井
要
麟
・

執
行
海
秀
・

茂
田
井
教
亨
各
教
授
・
浅
井
圓
道
教
授（
読
本
解
説
）「
事
顕
本
」
と
い
う
結
果
で
あ
り
、
個
々
の
顕
本
論

の
特
長
に
つ
い
て
は
述
べ
て
き
た
通
り
で
あ
る
。
こ
の
結
果
か
ら
『
宗
義
大
綱
』
作
成
当
時
、「
事
顕
本
」
が
既
に
主
流
に
な
り
つ
つ

あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
、
他
の
作
成
委
員
の
方
々
を
含
め
「
最
大
公
約
数
」
と
し
て
「
事
顕
本
」
の
「
久
遠
実
成
本
師
釈
迦
牟
尼
佛
」

が
日
蓮
宗
の
本
門
の
本
尊
と
し
て
制
定
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
宗
義
大
綱
』
以
前
の
『
日
蓮
宗
読
本
』
が
「
理
顕
本
」
で
あ
る
こ
と

か
ら
も
、
当
時
は
、
顕
本
論
に
お
い
て
「
理
顕
本
」
か
ら
「
事
顕
本
」
へ
の
過
渡
期
で
あ
り
、「
事
顕
本
」
が
定
着
化
し
た
現
在
に
お
い

て
、『
宗
義
大
綱
読
本
』
で
は
、「
事
顕
本
」
の
教
理
を
明
示
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

望
月
歓
厚
教
授
は
、
顕
本
論
に
お
い
て
、
日
輝
師
の
充
洽
園
教
学
の
影
響
か
ら
旧
来
の
「
理
顕
本
」
の
教
理
を
立
て
ら
れ
た
。
浅
井
要

麟
教
授
は
、
す
で
に
御
遷
化（
一
九
四
二
）さ
れ
て
い
た
が
、
文
献
学
的
見
地
に
基
づ
く
宗
祖
御
遺
文
と
慧
檀
両
流
に
亘
る
中
古
天
台
教
学
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と
の
比
較
研
究（「
祖
書
学
」
の
一
部
）か
ら
宗
祖
本
来
の
顕
本
論
が
「
事
顕
本
」
で
あ
る
こ
と
を
究
明
さ
れ
、
執
行
・
茂
田
井
教
授
等
、

以
後
の
学
者
の
研
究
方
法
に
影
響
を
与
え
た
。
茂
田
井
教
授
の
前
記
述
に
は
、
そ
の
示
唆
が
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
浅
井
要
麟
教
授

著
『
日
蓮
聖
人
教
学
の
研
究
』
で
は
、
現
代
に
お
け
る
本
尊
・
顕
本
論
の
原
点
が
確
認
で
き
、
同
教
授
が
そ
の
先
覚
者
で
あ
っ
た
こ
と
が

認
識
で
き
る
。

『
日
蓮
宗
宗
義
大
綱
』
及
び
解
説
に
お
い
て
統
一
さ
れ
た
本
尊
・
顕
本
論
を
制
定
す
る
こ
と
は
、
宗
門
の
「
異
体
同
心
」
の
信
仰
に
不
可

欠
な
作
業
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
、
旧
来
の
宗
学
を
そ
の
ま
ま
受
け
継
い
だ
も
の
で
は
な
く
、「
宗
祖
遺
文
の
文
献
学
的
批
判
か
ら
入
っ

て
、
聖
人
の
教
学
の
真
に
オ
リ
ヂ
ナ
ル
な
も
の
を
求
め
よ
う
と
し
た
。」
研
究
方
法
に
よ
っ
て
究
明
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
数
派
の
門
流

が
合
併
し
た
本
宗
に
と
っ
て
公
平
な
判
断
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。


